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福岡城・城下町フォトコンテスト入賞作品  「晩秋の頃」 高鷹 春―様

令
和
の
幕
開
け
に
思
う

福
岡
商
工
会
議
所
　
会
頭

十騰

水ヽ
　

生
思

一

本
年
５
月
、
令
和

の

世
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。

新
元
号

の
典
拠
は
、

大
宰
府
政
庁
の
大
宰
帥

で
あ

っ
た
大
伴
旅
人
が

７
３
０
年
１
月
、
邸
宅

で
催
し
た
梅
花
の
宴
で

詠
ん
だ
万
葉
集
に
あ
る
歌
の
序
文

「初
春
令
月
、
気

淑
風
和
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
時
代
、
福
岡
城
跡
の
場
所
に
は
、
わ
が
国
の

対
外
交
流
機
能
を
担
う
大
宰
府
の
交
渉
窓
日
で
あ

っ

た
鴻
腫
館

（設
置
当
時
は
筑
紫
館

・
つ
く
し
の
む
ろ

つ
み
）
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
鴻
朧
館
は
大
宰
府

と
ほ
ぼ
直
線
の
古
代
官
道
で
結
ば
れ
て
お
り
、
今
で

も
こ
の
地
に
は
往
来
の
遣
唐
使
や
役
人
達
が
歌

っ
た

万
葉
歌
碑
が
そ
の
名
残
を
と
ど
め
て
い
ま
す
ｃ

現
在
、
福
岡
城
跡
と
鴻
脂
館
跡
は
福
岡
市
の
整
備

基
本
計
画
に
よ

っ
て
櫓
、
屋
敷
及
び
館
の
整
備

・
復

元
が
進
ん
で
い
ま
す
。
福
岡
商
工
会
議
所
で
は
こ
の

２
つ
の
国
史
跡
整
備
の
早
期
実
現
と
、
舞
鶴
公
園
と

大
濠
公
園
が

一
体
と
な

っ
た
福
岡
の
歴
史

・
芸
術
文

化

・
観
光
の
発
信
拠
点

「福
岡
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク

構
想
」
の
推
進
を
福
岡
市

へ
要
望
し
て
い
ま
す
ｃ
こ

れ
ら
が
実
現
す
れ
ば
、
江
戸
時
代

の
城
跡

の
中
に
、

古
代
の
風
景
が
重
な
る
日
本
中
ど
こ
に
も
な
い
重
層

的
な
歴
史
文
化
を
体
験
で
き
る

一
大
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
ｃ

こ
の
新
時
代

「令
和
」
の
新
風
に
乗

っ
て
、
元
号

ゆ
か
り
の
地
と
し
て
湧
く
太
宰
府
と
新
名
所
の
福
岡

セ
ン
ト
ラ
ル
バ
ー
ク
が
再
び
古
代
の
よ
う
に
繋
が
り
、

広
域

の
観
光
ル
ー
ト
と
な
れ
ば
、
相
互
の
誘
客
で
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
な
ど
に
よ
り
大
き
な
相
乗
効
果
が
生

ま
れ
、
福
岡
市
は
名
実
と
も
に
国
内
有
数
の
国
際
観

光
都
市

へ
と
飛
躍
し
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。



在 りし日の福 岡城・鴻臆
摯
館への誘 い一

福岡城市民の会会員  璧釘 ||,表 男  (両 ・文)

「三の丸御殿 (御下屋敷)。 お能」

藤の花の甘い香 りが漂 う、こ

こ三の丸御殿。張 り詰めた空気

をつん裂 くように響 く大鼓 (お

おかわ)、 小鼓の音にのって喜多

流謡曲の調べが厳かに朗々と流

れています。能舞台では、今ま

さにお能が佳境 に入 っていま

す。演目は「藤 J。 黒田家の家紋・

藤に因んで演じられています。

藩主、大奥以下、家臣、奥女

中達が観る中、おや、後ろの方

で領民達がめかし込んで神妙に

見物していますよ。

九代藩主斎隆 (な りたか)公が
造営 した三の九御殿の規模は南

北250m、 東西200m。 北側 に隣

接 して池 と茶屋を配した「逍遥

ノ茶室」と呼ばれる「御庭」が

ありました。建物は「表御殿」(手

前、南半分)と 「奥御殿」 (奥、北半分)か らなっていました。三ノ丸御殿は寛文11年 (1671)三代藩主光之公がこの三
の九西部に造営以後、何度も増改築を繰り返してきましたが、常に表御門前の「下り松」が格式と美観を添えてい

ました。

「表御殿」は主に儀礼を行う場所や、家老が諸役人と政務を執り行う部屋、各役所のための諸室で構成されていま

した。一方、「奥御殿」は藩主の執務と生活のための空間で、中央には御台所があり、そしてその奥には「御鈴廊下J(鈴
によって出入りの連絡が行われていた)を挟んで「大奥 (御構)Jの諸室がありました。

御殿の南、大書院前庭には「能舞台Jが設けられていました。能舞台では代々、藩主が家督を継ぐ時、厄明け、
少将就任や嫡子の誕生を祝って能が演じられ、この時は家臣を始め領民達にも拝見が許されました。

画の場面は、嘉永7年 (1854)に 「黒田如水250年忌の神事能」が催された時の情景です。能舞台正面の大書院の間

では藩主、家老、大奥が参列し、中庭、二の間、三の間、御弓の間の座敷では重臣が、大書院横の桟敷では奥女中

達が拝見しています。庭では身分によって拝見場所が区別され、舞台に近い方が諸士拝見所で家臣、僧侶、庄屋な

どが、そして最も遠い無礼拝見所では百姓、町人、浦人など領民が拝見しています。

「松囃子・三の丸御殿入り」

朝五つ時 (午前8時頃)、 「博多松囃子Jの一行が上ノ橋御門から城内に入り、三の丸御殿表御門から御殿内にやっ
てきました。今、唐破風の玄関前に

て出迎えの家臣に「祝 うたあ～Jと
挨拶 をしています。この 日は大勢の

一般町人達 も見物を許されて入城 し

てきています。

一行はこのあと中庭 (左奥)に入 り、

能舞台の前 まで回って、御弓ノ間の

縁先で稚児舞や踊 り手品を披露 しま

す。            .
「松囃子」は博多の年中行事 (111月 |

五日)で、一時途絶えていたのを二代
藩主黒 田忠之 の命 に よ り寛永19年

(1642)再 開され、町人町博多部か ら

城下町福岡部へ入 り、藩主に年賀の

挨拶をすることになりました。

(新修福岡市史特別編「福岡城」などを参照)
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鰺
隆
妙
・一・・町
治
‐‐‐‐‘
■
■
●
た
福
岡
藩
の
先
人
た
ち

瞼
財
颯
跛

「
栗
野

慎

一
郎
」

明
治
中
期
に
政
府
や
経
済
界
で
活
躍
し
な
が

ら
、
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
福
岡
藩
の
先
人
を

紹
介
す
る
シ
リ
ー
ズ
、
今
回
取
り
上
げ
る
栗
野
慎

一
郎
は
、
維
新
後
の
近
代
化
の
歩
み
に
外
交
の
分

野
で
大
き
く
貢
献
し
た
人
物
で
す
。

栗
野
慎

一
郎
は
嘉
永
４
年

（１
８
５
１
）
‐１
月

７
日
、
筑
前
国
福
岡
の
荒
戸
谷
町
で
生
ま
れ
ま
し

た
。
父
は
城
代
組
八
石
三
人
扶
持
で
し
た
か
ら
、

足
軽
よ
り
少
し
上
く
ら
い
の
下
級
武
士
で
す
。
１５

歳
の
時
、
当
時
の
三
大
私
塾
の

一
つ
で
あ
っ
た
瀧

田
塾
に
入
り
、
漢
単
、
国
学
、
蘭
単
を
単
び
ま
す
。

資
が
急
死
し
大
変
苦
労
し
ま
す
が
、
非
常
に
優
秀

で
ヽ
‐７
歳
の
時
長
崎
に
派
遣
さ
れ
英
語
を
単
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
長
崎
留
学
で
福
岡
藩
士
に
よ
る
英

兵
殺
害
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
、
京
都
送
り
に
な
っ

て
い
ま
す
。
同
藩
の
志
士
平
野
國
臣
が
殺
さ
れ
た

六
角
の
獄
で
最
期
の
党
悟
ま
で
し
た
よ
う
で
す

が
、
結
局
釈
放
さ
れ
ま
す
。
金
子
堅
太
郎
と
園
琢

磨
が
ア
メ
リ
カ
に
留
単
し
た
時
、
栗
野
も
推
薦
さ

れ
ま
し
た
が
、
長
崎
の
事
件
の
せ
い
で
外
さ
れ
ま

す
。
現
場
に
居
合
わ
せ
た
だ
け
の
栗
野
に
は
と
ん

だ
災
難
で
し
た
が
、
こ
の
時
イ
ギ
リ
ス
の
高
圧
的

な
態
度
を
見
た
こ
と
が
、
外
交
の
道
に
進
む
と
い

う
後
の
選
択
に
影
響
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
８
年

（「
８
７
５
）
２５
歳
の
時
、
黒
田

長
薄
の
推
薦
　
費
用
負
担
で
ア
メ
リ
カ
に
留
を
、

ハ
ー
バ
ー
ド
大
掌
で
法
制
度
を
単
び
ま
し
た
。
６

年
間
単
ん
で
帰
国
し
、
念
願
の
外
務
省
に
入
り
ま

す
。
こ
の
時
３‐
歳
、
外
交
富
栗
椰
慎

一
郎
の
誕
生

で
す
。
当
時
の
外
交
の
最
重
要
課
題
は
不
平
等
条

約
の
改
正
、
近
代
国
家
と
し
て
歩
も
う
と
す
る
日

本
の
悲
願
で
し
た
。
改
正
草
案
を
め
ぐ
る
上
司
と

の
大
激
論
の
す
え
外
務
省
を
退
い
た
時
期
に
、
大

限
重
信
外
相
襲
撃
や
ロ
シ
ア
皇
太
子
斬
り
付
け
事

件
な
ど
、
条
約
改
正
が
ぶ
っ
飛
ぶ
よ
う
な
事
態
が

起
き
、
歩
み
は
停
滞
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、

切
れ
者
陸
奥
宗
光
が
外
相
に
就
任
、
駐
米
公
使
に

栗
野
を
抜
擢
す
る
の
で
す
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
単
出

身
と
い
う
経
歴
や
率
直
で
隠
し
事
の
な
い
人
柄
の

栗
野
は
、
短
期
間
で
条
約
改
正
調
印
に
成
功
し
ま

し
た
。
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
公
使
を
歴
任
し
、
フ
ラ

ン
ス
と
の
条
約
改
正
も
成
し
遂
げ
、
パ
リ
公
演
中

の
川
上
音
二
郎
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

明
治
３４
年

（１
９
０
１
）
秋
、
日
露
戦
争
開
戦
間

近
の
ロ
シ
ア
公
使
を
命
ぜ
ら
れ
ま
す
。
ハ
ー
バ
ー

ド
の
学
友
小
村
寿
太
郎
に
説
得
さ
れ
て
の
赴
任

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
国
交
断
絶
の
最
後
通
告
を
渡

し
、
無
事
に
ロ
シ
ア
を
退
出
し
て
帰
国
。
し
ば
し

の
平
穏
の
後
、
再
び
フ
ラ
ン
ス
大
使
と
し
て
日
仏

友
好
に
尽
力
し
、
永
年
の
功
労
に
よ
り
男
爵
を
授

け
ら
れ
ま
し
た
。
帰
国
後
子
爵
と
な
り
、
晩
年
は

枢
密
院
顧
間
を
務
め
、
昭
利
１２
年

（１
９
３
７
）

１１
月
１５
日
に
８７
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
金
子
、

国
と
は
永
く
親
交
を
続
け
「葉
山
の
筑
前
二
人
組
」

と
呼
ば
れ
た
そ
う
で
す
。
長
澤
公
の
志
は
彼
ら
を

通
し
て
日
本
の
近
代
化
に
活
か
さ
れ
た
の
で
す
。

福
岡
城
市
民
の
〈ムガ
イ
ド

秦
　
紀
代
子

栗
野
慎

年
　
号

一
郎

年
譜

「
月
７
日
、
荒
戸
谷
町
に
て
生
ま
る

長
崎
へ
留
学
、
英
兵
殺
害
事
件
に
ま
き
こ

ま
れ
る

ア
メ
リ
カ
留
学
す
る

（２５
歳
）

帰
国
、
外
務
省
へ
入
省
す
る

（３‐
歳
）

英
子
夫
人
と
結
婚
す
る

条
約
改
正
草
案
で
青
木
周
蔵
と
衝
突
す
る

外
務
省
を
退
く

逓
信
省
へ
入
省
す
る

大
日
本
帝
国
憲
法
発
布

再
び
外
務
省
へ
入
る

駐
米
公
使
と
し
て
渡
米
す
る

（４４
歳
）

グ
レ
シ
ャ
ム
国
務
次
官
と
条
約
改
正
を
成

立
、
日
清
戦
争

（～
２８
年
）

イ
タ
リ
ア
公
使

フ
ラ
ン
ス
公
使
、
駐
在
武
官
の
明
石
元
二

郎
と
会
う

（４７
歳
）

パ
リ
万
国
博
で
川
上
音
二
郎
を
支
援
、
帰

国
す
る

ロ
シ
ア
公
使

日
英
同
盟
締
結

日
露
戦
争

帰
国
す
る

（５４
歳
）

特
命
全
権
大
使
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
駐

在
、
男
爵
を
与
え
ら
れ
る

子
爵
を
与
え
ら
れ
る

（６２
歳
）

枢
密
院
顧
間
官

「
月
１５
日
、
死
去

（８７
歳
）

※
年
齢
は
数
え
年
齢

参
カロ
者
募
集

鴻
臆
館
と
古
代
官
道
歩
き

～
古
代
の
ロ
マ
ン
を
一緒
に
探
し
ま
せ
ん
か
～

華

一聾

福
岡
城
む
か
し
探
訪
館
↓
鴻
腫
館
跡
展
示
館
↓
屋
外
の
南
館
礎
石

■
驀

喜
槽
〓
一
ｔ

■
一一回

側

日

回

旧

□

福
岡
城
む
か
し
探
訪
館
↓
菅
原
神
社
↓
古
代
官
道
の
十
字
路
↓
平
尾
駅

喜

機
讐
曇
着
一
一

，
ヽ
一
一一一ｍ
Ⅲ
円
Ⅲ
日
日
Ｍ
脳
円
Ⅲ
旧
Ш

西
鉄
高
宮
駅
西
□
広
場
↓
野
間
八
幡
宮
↓
石
投
げ
地
蔵
↓
三
宅
若
八
幡
宮

を
始
め
ま
す
。
会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
、
福
岡
城
の
新
し
い

魅
力
を
発
見
す
る
こ
と
を
目
的
に
年
４
回

”
福
岡
城

花
ク
ラ
ブ

“

を
開
催
し
ま
す
。
都
会
の
中
、
福
岡
城
に
は
、
ま
だ
ま
だ
沢
山

ヅ
躙
蹄
愕
鰊
写

当
を
食
べ
な
が
ら
お
喋
り
す
る
の
も
い
い
で
す
ね
。
　
　
　
　
　
　
　
一

一
回
目
は
１２
月
８
日

（日
曜
日
）
１３
時
半
～
１５
時
で
す
。
　
　
　
　
一

”
福
岡
城

花
ク
ラ
ブ

“
を
皆
さ
ん
と

一
緒
に
楽
し
い
会
に
し
て
　
　
一

い
き
ま
し
よ
う
。
い
ろ
ん
な
ア
イ
デ
ア
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
一

こ
の
会
は
、
市
民
の
会
会
員
の
方
の
み
参
加
で
き
ま
す
。
こ
　
　
一

の
紙
面
を
こ
覧
の
皆
様
、
ぜ
ひ
市
民
の
会
に
入
っ
て

一
緒
に
楽
　
　
一一

し
み
ま
せ
ん
か
。
会
員
の
皆
様
に
は

「福
岡
城
だ
よ
り
」
送
付
　
　
一一

癬

輝

¨
岬

翼

嚢

￥

淋

鰈

又

|■1端●T■TI

唐人町,

9■‐

ヽ
||

絣

一
抒

39 37 36 35 34

昭
和
７

ゞ一Ｆ

Ｆ

Ａ

Ｘ

０

９

２

‐
７

１

６

‐
８

２

５

４

Ｅ
メ
ー
ル

¨
ｓ
ｔ
ａ
ｆ
ｆ
＠
ｆ
ｕ
ｋ
ｕ
ｏ
ｋ
ａ
Ｊ
ｏ
ｋ
ｏ
ｒ
ｏ
ｋ
ａ
ｎ
ｉ
ｎ
ｆ
ｏ

実
施
は
５
～
４０
名
　
実
施
３
日
前
（木
曜
日
）締
め
き
り

島
籠
雉
婉

贅
井
■
雉

一　
福
岡
城
市
民
の
会
で
は
、
新
た
に

”
福
岡
城

花
ク
ラ
ブ

“
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陽□回:西谷 正 宗像族と阿曇族 ___

第12期 福岡歴史観光市民大学

慶型円l楠井隆志

痣
第12期福岡歴史観光市民大学は、7月 1日に開講、9月 30日までに13回 (20回 )の請義が終了しました。

開講式冒頭、石井学長が「元号が改まった今年度も、市民大学が開講できます。熱心な受講者の皆様と、入念な資料で魅力的なお話をしてくださる講師の

方 の々おかげですJとお礼とご挨拶を中し卜げました。

今号では第1回から第10回までの講師、講義のテーマと内容を簡単に紹介します。(敬称略)

陽1回:伊藤 浩司 アジアのなかの港市
。中世 博多 _  口副四1榊 原 英夫 邪馬台国論争の行方     _

中世、日本最大の国際貿易港といわれた博多の役割と、そこで活躍した    人気のテーマ「邪馬台国はどこにあったのかJへの先生の答えを、詳細な
博多商人たち、1専多をめぐる航路について、詳しく解説をしていただきまし   資料によりお示しいただきました。古文書に記載されている距離の他、音によ
た。

瞬覇闘〕松尾 孝司 博多祗園山笠 伝統と明日__
山笠が、現在のような「お祭りJになった経緯と、実際どのような日程で、ど

のようなことが行われているかを、実践者の視点から語っていただきました。

賽□回:寺田 蝶美 筑前琵琶で語る九州戦国史 __
筑前琵琶の歴史と特徴をさらりと紹介してくださった後は、たっぷりの生演

奏鑑賞タイムとなりました。琵琶の音色を聴きながら、九州が舞台となった合

戦の様子を思い浮かべました。

る検証アプローチもあり、新鮮な解説でしたc

福岡の黄緊宗寺院・

千眼寺の歴史と文化財

黄柴宗と、九州の黄槃寺院にある仏像の特徴について画像を映しながら

解説していただきました。親しみやすい「いんげん」の導入部から、中国の仏

像と日本の仏像の相違点など、引き込まれる内容でした。

塾型四E千 相哲 観光客お国事情   __………―……
講義のタイトル通り、国別に見られる訪日外国人旅行者の旅行に対する

期待と行動、情報源の特色を挙げていただきました。「非日常Jを経験するよ

りも「日常」を楽しむのが最近の観光客の傾向であると締めくくられました。

闘m石井重誕轟遥翼彊亀際ち古代官道まで
交通を制した者が天下をとったという例を、ローマ帝国の街道、秦の直

道、日本の古代官道で示してくださいました。古代官道については、大和朝

廷、大宰府、鴻臆館間の連絡の仕組みや駅伝制など、特に詳しい解説が圧

巻でした。

世界遺産登録2年を経ても人気が衰えない宗像周辺で、かつて勢力を

もっていた「宗像族Jと「阿曇族Jについて、文献ではどう記述されているの

かを教えていただきました。またそのあたりに多数存在する古墳やその出土

品の特徴にも言及されました。

陽□回:有馬 学 九州の近代化産業遺産 __ _、
記録することの大切さ、一方増え続ける「近代化遺産Jをどのように記録・

保存していくのがよいのかなど、学問としての難しさを話してくださいました。

また、九州の名人・名所の解説もありました。

陽□回:鈴田 由紀夫  九州の陶磁器     _… … _
九州の焼き物の分類と窯の分布を教えていただきましたc特に高取焼に
ついては、その変遷が複雑だそうですが「これを覚えればあなたも専門家J

と、ユーモアたっぷりに、わかりやすく話してくださいました。
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屁集後記
ラグビーのワールドカップが日本勢の勝利

などで大いに盛り上がっています.

訪日外国人が増えている福岡市で、福岡城
への観光客がなかなか広がっていません。市

民の会では、福岡城の多くの魅力を発信して

いきたいと考えています。皆様のお知恵やお声

をお待ち致しております。

闘
NPO法人 :福岡城市民の会
〒8]O― O042
福岡市中央区赤坂卜12-15 読売福岡ビル7階
TEL 092-716-8238 FA× 092-716-8254
HPア ドレス http//fukuoka10kOrOkan info
E―ma      staff@fukuokalokorOkan i∩ fo

[デザイン E日刷]城島印刷株式会社
福岡城市民の会  鑢

竹中家陣屋の長屋門

「果
口
長
政
の
関
ヶ
原
合
戦
」
を
訪
ね
て

一　

西
暦

一
六
〇
〇
年

（慶
長
五
年
）
黒
田
長
政
の
豊
巨
恩

顧
武
将

へ
の

「東
軍
引
き
込
み
事
前
工
作
」
特
に

「福

島
正
則
」

「毛
利
輝
元
」

「小
早
川
秀
秋
」
へ
の
説
得

は
、
大
成
功
を
納
め
ま
す
。
合
戦
終
了
後
、
関
ヶ
原
の

藤
川
台
に
お
け
る
東
軍
戦
勝
祝
賀
に
て
、
東
軍
第

一
番

の
功
労
者
と
し
て
徳
川
家
康
か
ら
握
手
を
求
め
ら
れ
た

の
は

「黒
田
長
政
」
で
し
た
．

一
一　
関
ヶ
原
の
領
土
で
あ
る
書
提
山
城
主

・
竹
中
半
兵
衛
重

治
の
息
子

「竹
中
重
門
」
を
西
軍
か
ら
東
軍
に
引
き
入

れ
ま
す
。
合
戦
当
日
は
、
関
ヶ
原
の
地
形
に
詳
し
い
竹

中
勢
と
連
携
し
、
石
田
陣
地
の
側
面
に
対
し
て
、
百
挺

の
火
縄
銃
で

一
斉
射
撃
を
浴
び
せ
、
石
田
勢
敗
走
の
主

因
と
な
り
ま
す
。

〓
一　
関
ヶ
原
合
戦
か
ら
遡
る
こ
と
二
十
二
年
前
、
織
田
信
長

の

「
黒

日

の
息

子
を
殺

せ
」
と
言
う
厳
命
か
ら
、

人
質

の

「
松
寿
丸

」
を

救

っ
た
の
は
、
竹
中
半
兵

衛
の
機
転
で
し
た
ｃ
竹
中

家
あ

っ
て

の
黒

田
家

で

す
。
結
果

「福
岡
城

・
福

岡
藩
」

が
出
来
た

こ
と

が
、
現
在
の

「福
岡
市
と

福
岡
県
」
に
繋
が

っ
て
い

ま
す
。

１
８
月
２９
日
「
こ
ち
そ
う
ダ
イ
ニ
ン
グ

な
な
つ
の
花
」
に
て
開
催
―

当
会
の
会
員
の
皆
様
同
士
０
父
流
機
会
で

あ
る
と
と
も
に
、
福
岡
城
市
民
の
会
の
活
動
に

興
味
を
抱
い
て
く
だ
ざ
つ
て
い
る
、
い
わ
ば
「
将

来
の
会
員
」
の
方
々
を
含
め
て
、親
睦
を
深
め
る

会
も
６
回
を
数
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

旧
知
の
方
と
で
」ん
な
所
で
会
う
と
は
…
」
と

意
外
な
再
会
を
果
た
さ
れ
た
り
、
開
講
中
の
市

民
大
学
の
受
講
者
や
講
師
の
学
外
交
流
の
場
と

な
っ
た
り
、
異
業
種
間
交
流
会
よ
り
も
さ
ら
に

大
き
な
輪
と
も
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

サ
プ
ラ
イ
ズ
を
意
識
し
、
本バ
場
後
方
か
ら
い

き
な
り
登
場
さ
れ
た
ソ
プ
ラ
ノ
の
原
田
千
春
さ

ん
。
劇
団
四
季
ご
出
身
と
で
？

」と
で
、
魅
力

的
で
し
か
も
迫
力
の
あ
る
ソ
プ
ラ
ノ
に
、
出
席

者
の
皆
様
は
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
か
ら
た
ち
の

花
な
ど
の
日
本
歌
由
は
、　
一
緒
に
日
ず
さ
む

方
あ
り
、会
場
は

一
体
感
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

台
風
の
影
響
で
当
日
お
い
で
に
な
れ
な
か
つ

た
方
々
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
都
合
で
来
ら
れ
な

か
っ
た
方
々
の
次
回
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

次
回
文
化
人
・経
済
人
交
流
　
望
年
会
は

・２
月
１２
日
（木
）
１８
時
に
同
じ
会
場
で
開
催
予

定
。
詳
細
は
、
福
岡
城
市
民
の
会
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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「福
岡
」
の
地
名
は
、
フこ
の
合
戦
に
よ
り
生
ま
れ
る
！

第3回 7月 16日寺田先生の筑前琵琶の生演奏 第6回 8月 5日鈴田先生講義風景


